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一
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民
年
金
の
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て
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ま

す
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一

に

は

限

界

が

あ

り

、

欧

米

諸

国

の

ご

と

ニ

保

険

料

は

今

月

中

に
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ょ

う

ど

、

四

月

は

、
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干

狩

と

、

一

一

く

ま

す

ま
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労

働

力

が

不

足

し

、

各
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一

一

国
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年
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険

料

の

納

期

は

、

四

月

沖

浦

観

音

春

の

大

祭

と

が

重

な

る

た

め

竺

業

間

で

は

ど

の

よ

う

に

し

て

広

い

地

域

ニ

分

か

ら

六

月

分

は

七

月

三

十

一

日

ま

で

美
し
い
長
浜
町
に
し
な
く
て
は
と
、
大
一
ん
既
報
。
八
幡
浜
l
長
浜
間
道
路
改
所
、
丸
善
石
油
、
出
光
興
産
住
友
化
学
か
ら
労
働
力
を
集
め
、
有
効
に
使
う
か
ニ
七
月
分
か
ら
九
月
分
は
十
月
三
十
一

張
り
切
り
で
す
。
主
一
一
良
促
進
に
つ
い
て
、
町
長
議
長
ら
五
日
本
板
ガ
ラ
ス
な
ど
、
千
四
百
へ
ク
タ
と
い
う
こ
と
で
問
題
に
な
り
、
や
が
て
ニ
目
ま
で
、
十
月
分
か
ら
十
二
月
分
は
、

今
で
は
、
す
っ
か
り
、
き
れ
い
に
f
一
一
人
が
翌
日
建
設
省
に
陳
情
し
ま
し
た

l
ル
の
広
野
に
点
在
す
る
大
工
場
、
岸
労
働
力
の
再
配
分
が
必
要
と
な
っ
て
く
ニ
翌
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
、
一
月
分

り
、
先
日
も
‘
早
春
の
日
ざ
し
を
か
ら
一
一
他
の
一
行
は
早
朝
か
ら
千
葉
県
臨
海
ぺ
き
に
横
た
わ
る
十
万
ト
ン
級
の
タ
ン
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
一
か
ら
三
月
分
は
四
月
三
十
日
ま
で
と
、

だ
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て
、
き
れ
い
な
、
一
一
工
業
地
帯
の
視
察
に
出
か
け
ま
し
た
カ

i
船
な
ど
、
た
だ
自
を
ひ
ら
く
ば
か
長
浜
町
で
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、
三
十
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当
初
、
一
一
一
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一
か
彫
ど
ど
に
四
回
あ
り
ま
す
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育
所
一
一
快
適
時
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七
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、
京
葉
国
道
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の
風
景
が
つ
づ
き
ま
し
た
。
二
万
人
余
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い
た
人
口
が
十
年
後
の
今
一
一
こ
の
納
期
が
事
政
の
際
の
年
金
給
付

の
園
児
た
ち
が
、
元
気
に
、
は
し
ゃ
い
一
一
を
ま
っ
し
ぐ
ら
。
江
戸
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大
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を
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と
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早
く
も
、
現
地
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進
出
し
工
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は
四
千
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も
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り
ま
し
た
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と
の
こ
を
行
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と
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納
期
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り
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、
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八
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一
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さ
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し
て
、
年
額
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改
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さ
れ
ま
一
一
機
一
ゾ
ぷ
ト
プ
繍
鑓
水
準
が
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く
、
近
代
化
さ
代
の
脚
光
喜
び
つ
つ
あ
る
長
君
、
一
一
織
の
充
実
を
図
る
た
め
に
開
か
れ
た
も
一

た

が

恩
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一

年
の
算
入
は
、
七
年
未
満
の
切
れ
切
れ
一
四
、
恩
給
を
受
け
る
権
利
は
、
そ
の
ご
り
、
袖
ケ
浦
の
雄
大
な
団
地
税
の
映
れ
ま
す
が
、
こ
と
に
労
働
力
の
節
減
に
体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
口
一
一
な
お
、
こ
の
研
修
会
で
、
一

の
在
問
年
(
短
期
在
職
年
〉
は
、
算
入
一
権
利
が
発
生
し
た
目
か
ら
、
七
年
間
請
一
…
像
の
中
を
ぬ
け
て
、
幕
張
り
海
岸
、
よ
る
生
産
性
の
向
上
は
、
他
産
業
に
も
流
出
を
防
ぎ
、
町
の
商
工
業
振
興
対
策
一
一
①
時
間
を
守
る
こ
と
。
③
家
庭
の
日
の
一

し
な
い
な
ど
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
一
求
し
な
い
と
き
は
、
時
効
と
な
っ
て
失
亡
姉
ケ
崎
へ
と
向
い
ま
し
た
。
こ
の
辺
相
通
ず
る
企
業
性
え
の
原
理
追
及
の
姿
に
も
つ
な
が
る
快
挙
と
い
え
る
で
し
ょ
己
実
施
。
③
家
庭
の
日
は
、
夕
食
を
共
に
一

ま
し
た
一
権
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
一
は
浅
草
の
り
主
産
地
と
し
て
知
ら
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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す
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な
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発行所
愛媛県喜多郡

長浜町役場

印刷岸本印刷所

2月の人口動態
男 7，629
女 8，345
計 15，974
世帯数 3，ヲ88

(末日現在)
14 死亡 15 
8 離婚 1 

町

議

団

の

上

京

同

千
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
視
察

出生
婚姻

広干
γ
る
美
化
運
動
の
輪

総
動
員
の
中
引
町
部
落
館

長
浜
分
館
中
引
町
部
落
館
で
は
、
一
「
清
掃
の
日
」
に
は
、
館
長
以
下
総

毎
月
、
芳
一
日
曜
日
と
、
芳
三
日
曜
日
一
出
で
、
中
引
町
(
二
十
九
区
)
の
清
掃

を
、
「
清
掃
の
日
」
に
決
定
し
、
先
月
一
に
取
り
掛
り
ま
す
。

か
ら
実
行
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
一
特
に
、
こ
の
地
区
は
、
肱
川
河
口
を

まUまー'IJ三?ょ幸艮屡重

肱)11河口の美イ七に精を出す中引町の人たち

(写真は、長浜分館日高照友主事提供)

i 21日

設例

(昭和21年2月1日以前の!日恩給既裁定者〉

1 

取会直王|
間企ム裁定

IJ欝5~ 1 
加算 7年

1 、 一← ー一

この場合、再応召期間1年を加えた6年の恩
給額に改訂されます。

旧箪人恩給裁定

頃軒耳d 顕均一11実誠二万|
加算 6年

との場合、再応召期聞が合計1年となるの
で、 8年の恩給額に改定されます。

3 旧軍人恩給裁定

守廊下ヨ亦AI
加算 6年

との場合、再応召期間が 1年未満であるの

で恩給額の改訂はされません。

2 
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